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経
済
産
業
省
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
四
月
二
十
八
日
の
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基

本
政
策
分
科
会
で
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
骨
格
（
案
）
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

原
発
の
新
増
設
と
リ
プ
レ
ー
ス
に
つ
い
て 

 
 

今
年
一
月
二
十
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
枝
野
幸
男
議
員
は
「
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
を
進
め
る
予
定
が
あ
る
の
か
」

と
質
問
し
、
菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
は
「
原
発
依
存
度
を
可
能
な
限
り
低
減
し
、
新
増
設
や
リ
プ
レ
ー
ス
は
現
時
点
で
は
想

定
し
て
い
な
い
と
い
う
政
府
の
考
え
方
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
た
。
ま
た
、
今
年
三
月
五
日
の
衆
議
院
内
閣
委

員
会
で
江
島
潔
経
済
産
業
副
大
臣
も
「
現
時
点
で
は
、
新
増
設
、
リ
プ
レ
ー
ス
は
想
定
を
し
て
い
な
い
」
と
私
の
質
問
に
答

弁
し
た
。 

 
 

こ
れ
ら
の
考
え
方
を
、
政
府
は
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
反
映
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

二 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
る
上
で
の
原
点
」
に
つ
い
て 

 
 

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
骨
格
（
案
）
に
、
「
１
．
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
十
年
の
歩
み 

⑴

福
島
復
興
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
る
上
で
の
原
点
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
 

二
〇
一
四
年
九
月
十
一
日
に
政
府
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
時
に
所
長
だ
っ
た
吉
田
昌
郎
氏
（
二
〇

一
三
年
に
死
去
）
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
政
府
事
故
調
査
委
員
会
が
二
〇
一
一
年
に
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
記
録
を
公
表
し

た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
吉
田
元
所
長
が
、
集
中
立
地
は
開
発
コ
ス
ト
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
「
デ
メ
リ
ッ
ト
は
も
っ
と

あ
る
。
福
島
第
二
の
よ
う
に
こ
じ
ん
ま
り
や
っ
て
い
る
方
が
運
用
上
も
楽
。
中
越
（
沖
）
地
震
の
時
の
柏
崎
の
時
も
そ
う
だ

が
、
大
混
乱
に
な
る
。
な
お
か
つ
全
部
一
発
で
電
源
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
」
旨
を
語
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 
 

「
福
島
復
興
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
る
上
で
の
原
点
」
だ
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
教
訓

に
、
新
設
で
あ
れ
既
存
原
発
で
あ
れ
、
集
中
立
地
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。 

三 

集
中
立
地
規
制
に
つ
い
て 

 
 

田
中
俊
一
・
前
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
原
発
の
集
中

立
地
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
、
「
新
規
に
つ
く
る
場
合
に
は
、
幾
つ
つ
く
っ
た
ら
そ
こ
が
複
数
基
に
な
る
の
か
多
数
基
に
な
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
潜
在
的
リ
ス
ク
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
場
合
に
は
、
御
指
摘
の
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
答
弁
を
行
っ
た
。 

 
 

ま
た
、
更
田
豊
志
・
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
は
二
〇
一
九
年
五
月
十
五
日
の
記
者
会
見
で
問
わ
れ
て
、
「
集
中
立
地



 

３ 

 

に
対
す
る
捉
え
方
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
に
簡
単
で
は
な
い
（
略
）
。
一
般
論
で
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い

で
す
け
れ
ど
も
、
諸
外
国
に
例
を
求
め
る
と
、
例
え
ば
米
国
な
ど
は
三
基
で
、
ス
ペ
イ
ン
で
す
と
か
フ
ラ
ン
ス
は
比
較
的
号

機
の
多
い
四
基
で
あ
る
と
か
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
柏
崎
刈
羽
の
七
基
と
い
う
の
は
、
非
常
に
ユ
ニ
ッ
ト
数
と
し
て
は
多

い
」
と
回
答
し
て
い
る
。 

 

１ 

吉
田
元
所
長
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
記
録
公
表
か
ら
六
年
以
上
、
田
中
前
委
員
長
お
よ
び
更
田
委
員
長
の
答
弁
か
ら
数
年
が
経

つ
が
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
諸
外
国
に
倣
っ
て
集
中
立
地
を
規
制
す
る
検
討
を
行
っ
た
か
。 

 

２ 

更
田
委
員
長
が
回
答
し
た
よ
う
に
、
東
電
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
は
、
七
基
が
集
中
立
地
し
て
お
り
、
二
〇
一
七

年
六
月
に
は
櫻
井
雅
浩
柏
崎
市
長
か
ら
、
六
・
七
号
機
の
再
稼
働
を
認
め
る
条
件
と
し
て
、
一
～
五
号
機
の
廃
炉
計
画
を

二
年
以
内
に
示
す
よ
う
、
東
電
は
要
請
さ
れ
て
い
た
。 

 
 
 

こ
の
要
請
に
対
し
て
、
東
電
は
二
〇
一
九
年
八
月
に
「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
お
よ
び
廃
炉
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
」
の
中
で
、
「
地
元
の
皆
さ
ま
か
ら
『
集
中
立
地
』
と
の
ご
不
安
・
ご
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま

ず
は
そ
う
し
た
お
声
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
傾
聴
し
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
回
答
し
て
い
る
。 

 
 
 

一
～
五
号
機
の
廃
炉
は
、
「
集
中
立
地
」
の
不
安
・
懸
念
の
解
消
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か



 

４ 

 

に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 
東
電
は
「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
お
よ
び
廃
炉
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」
の
中
で
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
」
と
回
答
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し

に
あ
た
っ
て
は
、
集
中
立
地
規
制
の
検
討
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


